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論文審査要旨（600～700 文字） 

本研究は、不働態被膜の生成と破壊のプロセスを基にした、不働態被膜が生成しやす

いチタン合金への電解液吸引工具による走査電解加工の実現を目的とする。 

チタン合金の走査電解加工が困難である理由は、電流を流し化学反応を促進させ加工

する電解加工において、チタン合金表面に酸化被膜が生成され不働態化することにある。

そこで、最初にチタン合金と加工を妨げるほど不働態化しないニッケル基超合金やステ

ンレスと電解加工特性と比較することにより、走査電解加工におけるチタン合金の材料

溶出モデルを提案した。続いて、このモデルを模擬実験により検証した。具体的には、

各種条件が複雑に変化し続ける走査電解加工に対し、加工中のどのプロセスの影響によ

り被膜が生成されるのか、また、被膜を破壊し加工可能な条件を明らかにした。加えて、

生じる被膜厚さや残留応力の測定結果から、チタン合金の材料溶出過程を考察した。最

後に、調査結果を基に、チタン合金の均一な走査電解加工を実現できる工具の設計手法

を提案し、実際に新たな工具を作成し、チタン合金の均一な走査電解加工を実現した。 

小型の電源で利用でき、かつ電解槽が不要な電解液吸引工具による走査電解加工の実

現は、少量生産でのコスト削減や既存の加工機への組み込み等、電解加工の適用範囲の

拡大につながる。また、不働態被膜の生成しやすい他の材料への電解加工にも重要な知

見を与えるものである。 
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以上のように、本論文は多くの新しい知見を有すること、および論文の内容、構成、

公表論文数などから、本学位論文審査委員会は全員一致して本論文が博士(工学)の学位

論文として十分価値があるものと判断し、合格と判定した。 

 

審査経過（時系列） 

2021 年 9 月 17 日 2021 年 12 月博士後期課程修了に係る学位申請 

2021 年 10 月 6 日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

2021 年 10 月 20 日 学位論文発表会（web 開催） 

2021 年 10 月 20 日 学位論文発表会（web 開催） 

2021 年 11 月 10 日 本専攻内における博士学位取得要件（平成 29 年度以降の入学） 

以下の 1)a または 1)b のいずれか、および 2) を満たしていること 

1)a 査読付き論文が3報以上採択されていること。それらのうち最低1報は定期刊行学術

雑誌に掲載された査読付き論文でなければならない、  

1)b 査読付き論文2報採択、3報目がreject以外の審査結果を受けていること。それらのう

ち最低1報は定期刊行学術雑誌に掲載された査読付き論文でなければならない  

2) 上記採択論文には、WoS論文1報以上と筆頭著者論文1報以上が含まれること」  

のうち、1)a と b および 2)を満たしていることを確認の上、専攻会議で論文合格及

び最終試験合格を承認した。 

「査読付き論文 5 報、（うち筆頭著者論文 5 報・WoS 論文 1 報・定期刊行学術雑誌

論文 4 報）」 

2021 年 12 月 1 日 学位授与認定・修了認定（運営委員会） 

 

 


